
社
会
教
育
課　
青
少
年
育
成
係

☎
８
６‐８
０
２
２
／

８
６‐８
３
８
０

問
い
合
わ
せ

大
津
地
方
法
務
局
甲
賀
支
局

☎
６
２‐０
２
５
９

人
権
推
進
課
人
権
政
策
係

☎
６
５‐０
６
９
４
／

６
３‐４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

『
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へつ
な
げ
よ
う

�

　
違
い
を
認
め
合
う
心
～
』

　
12
月
4
日
～
10
日
は
、人
権
週
間
で
す
。

期
間
中
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
や
、
街
頭
啓
発
・
巡
回
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

西に
し
む
ら村　

泰や
す

雄お　
（
水
口
町
新
城
）

田た

中な
か

美み

よ

こ
代
子　
（
水
口
町
宇
川
）

竹た
け

﨑ざ
き　

文ふ
み

雄お　
（
水
口
町
泉
）

福ふ
く

井い

世せ

つ

こ
津
子　
（
水
口
町
東
名
坂
）

殿と
の

城し
ろ　

和か
ず

美み　
（
水
口
町
山
）

前ま
え

田だ

喜き

志し

江え　
（
土
山
町
北
土
山
）

福ふ
く
や
ま山　

芳よ
し

夫お　
（
土
山
町
徳
原
）

村む
ら

木き

す
み
子こ　
（
土
山
町
黒
川
）

一い
ち
み
や宮　

祥し
ょ
う
こ子　

（
甲
賀
町
小
佐
治
）

冨と
み
や
ま山　

朝と
も

司じ　
（
甲
賀
町
油
日
）

大お
お
ば
や
し

林　
鉃て

つ

男お　
（
甲
賀
町
高
野
）

八は
ち

里り　
良よ

し

子こ　
（
甲
南
町
森
尻
）

宮み
や

木き

美み

智ち

代よ　
（
甲
南
町
杉
谷
）

山や
ま

本も
と　

　
洋ひ

ろ
し　

（
甲
南
町
深
川
）

中な
か
に
し西　

秀ひ
で
の
り則　

（
信
楽
町
中
野
）

黄き

せ瀬　
忠た

だ

幸ゆ
き　

（
信
楽
町
宮
町
）

今い
ま

井い　
百ゆ

合り　
（
信
楽
町
長
野
）

受章おめでとうございます
平成２８年秋の叙勲、第２７回危険業務従事者叙勲で市内から次の４人が受章されました。

　公立小学校の教諭として、主に美術や道徳教
育の指導・充実に尽力されました。　
　また、信楽町教育委員会事務局学校教育課
長として教員の指導力向上に寄与され、滋賀県
小学校教育研究会会長時には、新しい教育課程
に基づく学校経営にも取り組まれました。退職
後は、甲賀町教育委員会教育長として、町教育
行政の推進に貢献されました。

　昭和４０年４月に滋賀県巡査を拝命。４０年の
長きにわたり警察職務に精励され、主に地域警
察部門や高速道路交通警察隊において活躍さ
れました。
　鋭敏な感覚と的確な職務質問により近畿一円
にわたる自動販売機などを狙った広域窃盗事件
の被疑者を発見検挙するなど多くの業績を収め
られました。

　昭和４２年４月に消防士を拝命。昭和５５年４月
に滋賀県消防学校に派遣され、教官として消防
署員・団員の育成に精励されました。また、平
成３年に発生した信楽高原鐵道列車事故では、
傷病者の受入病院の手配や消防団の要請など
関係機関との調整にその手腕を発揮されまし
た。平成１９年４月に消防長に就任し、消防職員
の処遇改善にも尽力されました。

　昭和４８年４月に消防士を拝命。甲賀郡第二
消防署勤務時は、予防担当者として、事業所に
対する危険物規制や消防用設備等の指導に取り
組まれました。また、信楽消防署長在任時には、
積極的に予防査察を実施するなど、目まぐるし
く変化する予防業務に的確に対応できる職員の
指導育成に尽力されました。

秋の叙勲
瑞宝双光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

藤
ふじ む ら

村稔
みのる

氏（甲賀町相模）

片
か た

伯
か べ

部隆
た か み つ

光氏（甲南町深川）

長
お さ

栄
え い い ち ろ う

一郎氏（水口町今郷）

廣
ひ ろ

田
た

清
きよし

氏（甲南町耕心）

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）

甲
賀
市
成
人
式

■
期
日　
平
成
29
年
1
月
8
日（
日
）

■
会
場　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

■
対
象

　
平
成
8
年
4
月
2
日
～
平
成
9

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

■
日
程
／

・
開
場
・
受
付　
13
時
30
分

・
第
1
部　
記
念
式
典

　
14
時
～
14
時
30
分
予
定

・
第
2
部　
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
～
新
成
人
の
集
い
～

　
14
時
30
分
～
16
時
予
定　

◦�

参
加
対
象
と
な
っ
て
お
ら
れ
る

方
へ
は
個
別
に
招
待
状
は
送
付

し
ま
せ
ん
が
、
対
象
の
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。（
市
外
在
住
者
も
可
）

◦�

当
日
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◦�

本
人
以
外
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
付

き
添
い
が
必
要
な
場
合
は
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
主
催
／
甲
賀
市　
甲
賀
市
教
育

委
員
会　
成
人
式
実
行
委
員
会

　
第
6
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
が

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
岩
永
市
長
が

「
こ
の
た
び
の
選
挙
で
、
第
2
代

の
甲
賀
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
檀
上
に
立
ち
、
改

め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
常
に
市
民
の
声
に

真
摯
に
耳
を
傾
け
、
市
民
目
線
を

大
切
に
し
て
市
民
の
暮
ら
し
の
充

実
と
市
政
の
発
展
の
た
め
に
全
力

で
取
り
組
み
、
任
期
4
年
間
で
確

実
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い

く
こ
と
を
皆
様
に
固
く
お
約
束
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
市

政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
①
市
民

対
話
を
基
本
に
お
い
て
進
め
て
い

く
、
②
人
口
減
少
を
止
め
、
合
併

時
の
目
標
で
あ
っ
た
10
万
人
都
市

を
め
ざ
し
て
い
く
、
③
子
育
て
施

策
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
く
、

④
産
業
振
興
に
よ
り
財
源
の
確
保

を
進
め
る
と
い
う
4
つ
の
基
本
方

針
に
基
づ
き
、
取
り
組
み
を
精
力

的
に
進
め
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
願
い
を
一
つ
ひ
と
つ
、
着

実
に
具
体
化
し
て
い
く
考
え
で
あ

り
ま
す
。」
と
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。

　

市
が
提
案
し
、
審
議
、
承
認
、

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ま
た
、選
挙
5
件
が
執
行
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10

日
の
第
6

回
甲
賀
市

議
会
臨
時

会
に
お
き

ま
し
て
、
多
く
の
議
員
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
議
長
の
重
責
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大

変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
与
え
ら
れ
ま
し
た
職
責
を
全

う
す
べ
く
専
心
努
力
、
頑
張
ら
せ
て

い
た
だ
く
所
存
で
す
。

　

議
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
市
の
意

思
決
定
機
関
と
し
て
、
ま
た
、
市
行

政
の
監
視
機
能
、
政
策
提
案
機
能

を
今
ま
で
以
上
に
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
議
案
審
議
の
充
実
、
議
員
間

の
討
議
・
議
論
を
さ
ら
に
活
性
化
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

合
併
後
12
年
、
町
政
の
時
代
か

ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
議
会
運
営
の

手
順
、
慣
習
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

よ
り
議
会
が
活
性
化
し
、
言
論
の
府

と
し
て
活
発
化
す
る
た
め
に
、
議
会

運
営
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
た
め
に
な
る
結
論
を
導
き

出
す
、
合
議
を
図
れ
る
議
会
へ
と
少

し
で
も
歩
を
進
め
る
た
め
に
27
人
の

議
員
の
英
知
を
結
集
し
て
、
主
義
主

張
、
理
念
の
違
い
を
包
含
し
な
が
ら

も
共
に
歩
め
る
、
市
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
へ
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
甲
賀
市
議
会
に
対
し
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ�

甲
賀
市
議
会
議
長　

的
場　

計
利

■
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

　
甲
賀
市
監
査
委
員

　
白し

ら
さ
か坂

萬ま

里り

こ子

■
補
正
予
算

・�

平
成
28
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

■
そ
の
他

・�

財
産
の
取
得
に
つ
き
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
新
庁
舎

備
品
購
入
）

■
選
挙
（
敬
称
略
）

・�

議
長　
　
的ま

と

場ば　
計か

ず
と
し利

・�

副
議
長　
森も

り
し
ま嶋　

克か
つ

已み

・�

滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員　
岩い

わ
な
が永　

裕ひ
ろ

貴き

・�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
松ま

つ
や
ま山　

　
仁ひ

と
し　

　
杉す

ぎ
も
と本

喜き

く

お
久
雄

　
平ひ

ら

尾お　
照て

る

子こ　
　
山や

ま
か
わ川　

雅ま
さ

代よ

・�

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
下し

も
か
わ川　

　
昻た

か
し　

　
大お

お
に
し西　

和か
ず

代よ

　
塗ぬ

り

矢や　
昭あ

き

夫お　
　
田た

村む
ら　

勝か
つ

代よ

平
成
28
年

第
6
回
甲
賀
市
議
会
臨
時
会

▲所信表明を行う岩永市長

4平成 28年 12月 1日平成 28年 12月 1日5


